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佐久間 大氣 (千葉明徳中学・高等学校) 
 
はじめに 
私は 2018 年 4 月から千葉明徳中学・高等学校で英語科の教員として勤務している。本





















































































































た。私が参加した第 7 分科会では，私を含めて 3 人の若手教員がそれぞれの経験に基づき
お話をさせていただいた。私は，過去 2 年間の共学・男子校での非常勤経験と今年度の女
子校での専任経験を比較しながら，以下のような内容でお話しさせていただいた。 
まず初めに，女子校勤務の中で感じた「女子特有の強み」についてお話しさせていた
だいた。女子校の生徒は共学や男子校の生徒に比べ，自律した生徒が多いので何事にも＜
妥協しない＞人が多いのが特徴だと考える。そのため，体育祭や文化祭などの行事には，
個々人で温度差はあるものの比較的熱心に取り組む傾向があるように思う。だからこそ，
ひとつ同じ方向に意識が向き，全員で努力するときのエネルギーは，他の校種の生徒より
爆発的なものがあるということをお話しした。また，生徒との人間関係構築プロセスが共
学・男子校と女子校では大きく異なるということもお話しさせていただいた。 
次に，現在私が主顧問を任されている吹奏楽部で，夏のコンクールを指揮者として生
徒とともに戦った際の経験を中心にお話しさせていただいた。人生で初めて出場する吹奏
楽コンクールが指揮者としての出場という異例の事態であったことや，病気で退職した前
任者が強化指定部として育ててきたレベルの高い吹奏楽部ということもあり，生徒と関係
を築けていない初心者顧問としての私の不甲斐なさ故に，本番 3 週間前を切っていたにも
関わらず，生徒から指揮者を辞退してほしいと迫られた事件について話したところ，参加
者の皆さんは非常に驚かれていた。このような異例尽くしの状態でコンクールを迎えた結
果，金賞は獲得できたものの上位大会には進めない非常に残念な結果に終わってしまっ
た。 
しかし，部活動においてこうした困難な状況を経験したことで，私の中で非常勤時代
とは全く性質の異なる「責任」というものを実感することができた。即ち，非常勤講師の
「責任」とは，自分の好きな専門科目の授業に全力を注入し，好きな授業に関わる準備や
生徒指導をする，いわば「好きなこと尽くし」のなかでの「責任」であった。しかし，専
任教諭には，気が進まない仕事であっても全力で取り組み，場合によっては生徒に嫌われ
ることも厭わずに，その使命を果たす「責任」があることを，身をもって痛感したことを
お話しした。 
そして最後に，私自身が一番伝えたかった「これから教員を志す者に必要な意識」に
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ついてお話しさせていただいた。即ち，一言に「学校で働く」と言っても「受験指導に比
重をかける学校なのか，生徒指導に比重をかける学校なのか」など，その実態は多岐に渡
ることは言うまでもない。また，昨今の就職事情は転職が一般的になってきているので，
今後の教育現場でも様々なルーツを持った教員が「当たり前」になることが予想される。 
 
このように，ひとりひとり異なる「強み」を持った教員が増えていく中で，自分がど
のような教員なのかという「軸」を持つために，自分自身のキャリアプランニングをする
ことが，今後の教育業界で力強く歩んでいく際には必要不可欠だと実感している。私自身
「レベルの高い専門科目の内容を教えられる環境で働きたい」と，教員を志すに当たって
一番初めに考えたので，大学院進学を恩師のご助言のもと決め，その大学院卒という資格
があったからこそ，今までの就職活動において大きなアドバンテージがあったと実感して
いる。さらに，今後は課題研究教育の指導ができる教員のニーズが高まることは必至なの
で，そうした研究活動を今でも自分で継続してきたことが私自身の教員としての「強み」
のひとつになっている。そのため，「自分がどのような教員になりたいのか」という明確
なビジョンを大学生の早い時期から意識するだけでも意味があることだと考えたので，今
回強調させていただいた。 
以上のような三つの概説的内容の報告を行ったところ，学生からは好意的な声が多く
聞かれた一方で，授業や生徒指導上の日常的工夫や実際の授業や生徒とのコミュニケーシ
ョンにおける具体的エピソードをもっと話してほしかったという声も見受けられた。その
ため，もし今後お話しさせていただく機会があれば，もっと具体的なエピソードから普遍
的な学びへとつなげられるような話の組み立て方に改善すべきだと考えた。 
このように，私にとっても非常に学びのある機会になり大変有意義な時間だったが，
一番嬉しく感じたことは閉会後の懇親会でも積極的に質問してくる学生の存在だった。＜
憧れに憧れる＞という言葉を私の報告の締めくくりに紹介したが，私がその憧れの対象に
なれるように今後もより一層努力を重ねていきたい。貴重な機会を下さり有り難うござい
ました。 
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